
令和元年度 杉並区立桃井第五小学校 第 2 回 学校運営協議会議事録 

 

１開催日時 

   日時 ：令和元年 5 月 17 日（金）１８：００～１９：３０ 

   場所 ：桃井第五小学校開放会議室 

 

２出席者 

大澤 学校運営協議会会長、天野 職務代理、津吹 委員、石井 委員、唐澤 委員、伊藤 委員、近藤 

委員、山岸 委員、木内 委員、川田 校長、日向 副校長 

 

３協議内容 

 ３．１ 学校より 

     校長から 

      ・新人 4 人が、もがいている。ベテランと同じではない。 

      ・5 月病はない。 

      ・緑の感謝祭、いつもと同じ発表だった。 

     各学年・専科・特別支援教室専門員から 

・朝遊びが始まって、毎日見守りを行っているが、児童が時間の概念を意識するようになった。 

・10 連休明け、少しけんかもあったが平和な学校生活を送っている。 

・保護者が結果を急いているのを感じる。何が成果、結果なのか。正しくしなくては、ちゃんとし

なくてはということが強調されている。 

・待つことの大切さ、どう伝えたらいいのか。 

・1 年生の朝遊び、子供たちだけでできている。 

・1 年生の子と高学年の子が進んで 遊んであげている。 

・桃五、縦割りで動いている。 

・保護者とともにという環境を作れたらいいなあと思う。 

 

 ３．２ 生活指導主幹より 

     特別支援教室「ももご教室」の活動の報告。また、委員より外から見ている限り、現状では、「ももご

教室」を利用しない子供たちとの関係など、当初危惧していたようなこともなくうまくいているように

思えるが、実際のどのような状況なのかという点に関して以下報告があった。 

・ ごく少数ではあるが「特別支援」という言葉に対して持つイメージがあまりよくないと思っている

保護者がいると感じることがある。 

・ 周りとうまく関われない児童に対して、寄り添ってあげるような状態が望ましいと思われる。 

・ 支援の方法としては、担任や学生ボランティアが支援すれば大丈夫な児童もいるし、そうでない児

童もいるという状況。支援教室に行くために事前検査があり、ある程度児童の特性も分かったほう

がいいという意見もある。検査を受ける過程で拒絶してしまう家庭もあるのが現状。桃五としては、

どちらの家庭に対しても保護者と相談しながらケースバイケースで進めている。 

・ 当初懸念していた「ももご教室」を利用していない子供たちとの関わりに関して、現時点では、子

供たちの間では特に問題のない雰囲気、利用している子供も楽しそうに通っておりマイナスに働い

ているという状況ではないと思われる。 



 

 ３．３ その他 

     上記以外で桃五小の近況を校長先生や各委員と協議を行った。 

・ 朝遊びの見守りをしている方より、朝遊びが始まってから子供たちの「時間」に対する意識がよく

なったように見えるとの報告を受けた。最初は一人でボーっとしている 1 年生もいたが、日が経つ

につれて周りと遊べるようになってきている。特に高学年が一緒になって遊びのルールや手本を見

せてくれるおかげもあり、子供たち同士でいい関係が築けていると感じられた。 

・ 今年度より桃五小に赴任されて 2 か月経った感想として、学校の教員以外にも様々な方々がかかわ

っていただいて成り立っていると感じた。また、赴任前学校はまだ学校運営協議会というシステム

がなく、最初は厳しいことを言われるかと思っていたが、子供たちファーストで進めていることが

感じられた。 

・ 大型連休があり不登校になってしまう子がいないか懸念していたが、今週一週間を見る限り大きな

問題もなくスムーズに過ごすことができていると思われた。 

・ 教育実習で大学から 31 名が月 2 回程度来ているが、桃五の場合は実習生が年間を通して同じ学年

を担当することで、子供たちも学生が来る日を楽しみにしており、お互いに良い関係が築けている。 

・ 「普通、平均」でないと不安という風潮があるように見えるが、「他と違う」ということの魅力も大

事にしていきたい。エビデンスや数字で評価を表すのも大事だが、「人間性」等、それ以外の「資質

能力」ということも大事であり、そのためには我々大人もより一層の意識改革が必要ではないか。 

・ →保護者の大人が会社でどのような評価をしている、されている、欲しているか？世の中で欲する

ことと同じことが学校でもできるとよいのでは？ 

・ 本協議会でもより保護者に現況を知ってもらえる状況を作っていけるよう努めていきたい。SNS や

限られたクローズドな中での意見交換では、批判的な意見も出てマイナスな部分も出てくるため、

オープンで言いやすい関係をお互いに構築していくようにすべき。また、そのために何ができるか

を考え、実行していき、意見交換をしながらより良い関係が築けていけるようにしたい。 

 

３、４ 運営協議会予算検討 

    運営協議会の予算に関して変更点を校長先生より報告を受けた。 

    ・金額と請求面で若干の変更があり、特に請求面では今年度から都度清算に変更となった。 

 

４ 次回の開催日程 

 ・令和元年 6 月 15 日（土） １４：３０～１６：００ 

  → 教員全員と運営協議会委員でテーマを決めて、グループワーク形式を予定 

 ・7 月の予定は、学期末を考慮して 7 月 17 日（水）１８：００～を想定 

 

 


